
―編集後記―
コロナ禍による生活が 2 年目を迎えようとしており，with コロナという

生活様式がだいぶ浸透してきているように感じます。相談の現場でも，マス

ク，手指消毒，アクリル板，換気という今までとは異なる雰囲気にもだいぶ

なれてきました。またコロナ禍だからこそという相談のニーズが出てきてい

るのかもしれません。これは改めて相談内容を分析し直すことで見えてくる

と思います。 

今年もお忙しい中，先生方・研究員・相談研修員の皆様の協力を得て，臨

床心理センター研究紀要を発行できる運びとなりました。関係者の皆さまに

深く御礼申し上げます。 
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